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	図-3に佐倉観測所での降水量、各採水地点の河川流量、AGP濃度および水質分析結果の一例としてNO3-N、PO4-P、SS、K/Naを示した。AGP濃度は、地点Aでは出水期間中に大きく増加することはなかった。下流の地点Bでは、流量ピーク前に増加し、流量ピーク以降に減少した。地点C、Dは、出水前に高く、出水時は低くなっていた。NO3-N濃度は、地点Aで出水前が最も高く、出水時は希釈された。他の地点でも同様の傾向を示した。PO4-P濃度は、地点Dで出水前が高く、出水時は低下する傾向となった。一方で、地点...
	図-4にAGP、NO3-N、PO4-P負荷量（河川流量×濃度）の結果を示した。AGP負荷量は、A、B地点では出水時に増大し、C、D地点では出水時に減少していた。出水時のAGP負荷量の変化は、A、B地点でPO4-P負荷量と類似していることから、リン流出がAGP負荷量の増大に寄与していると考えられる。図-5は地点毎の比流量（流量/流域面積）と比AGP負荷量（AGP負荷量/流域面積）の経時変化である。地点A、Bでは、流量増大時から流量減少時間でAGP負荷量がループを形成しており、降雨初期にAGP負荷量が...
	土地利用と出水時のAGP濃度の変化について全体像を把握するため、南山ら1)に従って、主成分解析を行った。図-6に、第1、第2主成分について各土地利用項目の主成分負荷量プロットを示す。第1主成分（PC1）は、市街地、人口密度が＋方向に、森林、畑の割合が－方向に分布したことから、集水域の都市化に関連する成分、第2主成分は、森林、水田が＋方向に、畑の割合および豚飼育密度が－方向に分布したことから、畑の割合と豚飼育密度に関連する成分であると考えられる。次に、第1、第2主成分について、AGP濃度、NO3-N...
	図-7は、全測定試料を用いてAGP濃度と溶存態の各水質測定項目を単相関解析したときの相関係数である。窒素、リンが藻類増殖因子であることは知られているが、この他にもAGP濃度と正の相関を示すものがあった。AGP濃度と高い正の相関（r=0.5以上）を示した項目は、Mg2+、溶存態-B（ホウ素）、Ca2+、SO42-であり、こうした金属類も藻類増殖に寄与している可能性がある。閉鎖性水域での藻類増殖を正確に予測するためには、金属類の流出特性解析も重要になると考えられる。

